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　ライナー・マリア・リルケは1914年叱詩。Wendung“を書いた．これは彼がいわゆるパリ時代
の主要作品セある「新詩集」と「,マルテの手記」の作風から後期の作風へと移っていく過渡期に書
かれており，題名も示すように，中期から後期への詩作上の変革の問題を自覚的に提起している．
その中でリルケは次のように言っている．
Denn des Anschauns, siehe, ist eine Grenze,
und die geschautere Welt
willin der Liebe gedeihen.
　　　　　　Werk des Gesichts ist getan,
　　　　　　tue nun Herz-Werk
　　　　　　an den Bildern in dir, jenen gefangenen.　Denn
du
　　　　　　xiberwaltigtest sie : aber nun kennst du sie nicht.
　　　　　　Siehe, innerer Mann, dein inneres Madchen,
　　　　　　dieses errungene aus
　　　　　　tausend Naturen, dieses
　　　　　　erst nur errungene, nie
　　　　　　noch geliebte Geschapf."'
　ここに引いた部分には本詩の中心的な思想が述べられているが,それは,Herz-Werk‘という観念
に要約される.
,Werk des Gesichts‘
から,Herz-Werk‘への変化.それはパリ時代の作品を支えて
いた視覚による対象観察とそれに基く客観的，主知的，彫塑的造型からの脱皮であ.つた．それはい
わゆる事物詩やKunst-Dingの詩作から，「オルフォイスによせるソネット」の言葉を用いれば。
Figur‘の造型への，五感の交流の中で詩作することへの変化であった．そしてそれは根本的にあ
る新しい心情による対象理解の上になされていた．
　これは単なる詩作技術的な変化に尽きず，むしろ詩作のあり方を根本から決定する原理そのもの
の変革であった．それは基本的には自己の詩作姿勢そのものに対する深い反省とその革新への意志
を意味するものと思われる．全人格をもって詩作することへの自覚的な転向であったと言ってもよ
い．そしてかかる反省はまず第一に詩作の基盤たる対象の認識・感覚に向けられた．以下本論で
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は，かかる事実を踏まえつつ，リルケの新しい対象感受について考察したいと思う．そしてそれと
相関連する，やはり後期リルケにとって重要な思想であった　,Die Verwandlung des Sichtbaren
ins Unsichtbare‘についても併わせて考察を試みたい．また後期リルケの諸作品の中でも本論では
特に，リルケの感覚の問題か最も深く掘り下げられている「オルフォイスによせるソネット」一
以下単にｒソネット』と記すｰに焦点を合わせていきたい．なお本論で感覚と言う場合主に感覚
器官による知党作用を指すものとする．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　，
　後期リルケの認識に関して示唆する点の多いのは1913年のエッセー。Ei･lebnis“である．これは
第１部と第２部とに分かれ，中に３度の同様の内容を持った体験か述べられているか，それは日常
的な生活空間を突然超出する稀有な瞬間の体験である／第１部にはドゥイノでの体験が語られ，第
２部ではカプリ島やスペインのトレドにおける体験か語られ，まだその他数々の同様な体験があっ
たことか語られている．今その詳細を述べることはでしきないので，第１部の体験の内容を簡単に紹
介するにとどめたい．
　ドゥイノにある庭園の一本の木にリルケがもたれかかっていると,急にある独特の感情を覚え,次
にどこからともなくやって来る，大気の流れのような微かな.fast unmerkliche Schwingungen‘（2J
が辺りに拡がり，彼の体内へも流れ込む．それと共に彼は自分が普段生活している，見慣れた日常
の世界の外に立っているのを感じる．文中では「自然め向こう側に出てしまった」と形容している
が，そこでは彼は日常の生活空間の時間や空間の秩序がもはや支配していない超自然的な空間を体
験するのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
　そのようにあとからあとから体内に流れ入るその　, Schwingungen≒leiseste Bewegungen‘（3）
に充たされつつ，彼は自分の肉体を意識せず，全身が魂となっていくような思いを持つ．そういう
なかで辺りを眺めると，周囲の日頃見慣れているはずの物象の一つ一つが彼に普段と違った姿を現
わしていく．それらの物象は「彼を.nachdenkliches JEinsehen‘で充たした」（4）うえ，「一段と高
められた遠方から彼に触れていた.」（5’しかし「実に尽みつくしがたい意味を持っているように思
われ，今や何―つとして残されているものはないかのようであった．しかも彼はすべての対象物が
いっそう遠くなり，同時に何かしらいっそう真実な姿をして現われていることに気がついた.」そ
して，彼は「初めのうち，このように繊細でどこまでも打ち拡がってくる神秘の知らせを感受した
感官がどれなのか，はっきり確認することはできないと思われた.」（り
　第二部の体験も同様な，自我と自然の神秘的な協和のそれである．「万象か彼の心の澄みきった
溶液の中に全く溶け入ったために，宇宙の味が彼の本質のうちにしみ入った」（7’というトレドでの
体験．またカプリではこういった体験もする．「外部と彼の内面を鳥の叫びか貫き，二つの空間に
わたるその叫びは協和しあった．そして彼はいわば肉体の限界など超えて，両者を一つの断絶なき
空間に摂取した．その空間の中では最も純粋な，最も深い意識の宿る唯一の場所だけが不思議に守
られたまま残されていた.」（8）この三つの体験はすべて本質的に同一事象である．それは後期のリ
ルヶが,Welt･innen･raum‘　と呼んだものの体験であり，その中での内面的な感官に対する，外的
物象の，合理的な思惟や肉体的な感覚経験をほとんど介さぬ，直接的な自己開示であり，両者の出
会いなのである．
　この体験における詩人の感覚について考えたいと思う．まず彼が何を感党したかということであ
るが，「新詩集」や「マルテの手記」の完成後，リルケは激しい渇きに追われるように，日常的な
生活空間を超える空間や物象に中心的な関心を向けて,いく．それ以後しばしば詩やエッセーに描か
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れるのは，「人間によって実にわずかしか手の入れられていない広大な外の世界」（9）である．広々
とした夜の天空や海原，エジプトの夜の砂漠，スペインやロシアの広野，スイスの山や谷などであ
る．パリ時代の表現素材であったような都会の片隅の風景や物象などはほとんど描かれないように
なる．
　しかしこのことは具体的な現実の物象にリルケが関心を向けなくなったということではない．後
期リルケの素材は，確かに中期の造型的詩作のそれと変ってきている．しかし最も重要な変化は，
対象の種類にあるのではなく，むしろ対象をそのいかなる層において感受するかという点にあると
思う．『ソネット』でも「新詩集」の素材である花やボール，噴水やローマの石棺，ロシアの馬や
パリの盲人などか歌われている．そして後者においてはそれらの物象の，詩人に深い印象を与えた
一種の超現実的，神話的な形姿が感受されているのである．そしてそれは上に挙げた大自然の景観
の中に最もよく感受され，詩人に「ドゥイノの悲歌」や「ソネット」の天使やオルフォイスが人間
と対峙し，交渉を持つ広大な無時間的，超歴史的，黙示録的な世界空間を表象させるのである．こ
うしてリルケは自然の奥底に未知の，言葉に表わしえない実体を感受し，そのごとによって自然を
神話化していくが，それは日常的現実の実在性を根底から相対化する無記名の空間であった．
　かかる新しい対象をリルケはしかし一彼の思想に即して言えば一恣意的な想像によらず，感
覚をもって把えた．感覚は常に現実のものを志向する．そしてリルケの場合その志向性は徹底的で
ある．この志向性，あるいは透視性は，主体が対象のすみずみにまで開かれている受動的感覚の主
要な属性なのである．それはr体験』に克明に描出されている通りであるが，その徹底した受動性
は決してポーズでもないし，空虚な机上の理念でもない．それは哲学のいわゆる現象学的還元の認
識プロセスに非常に近い，きわめて現実的な精神態度であろう．対象を前にしての習慣的観念や情
緒や空想などの主観的諸要素の止揚，それらによる種々の判断の即時中止というリルケのかかる態
度は，すでにパリ時代ロダンやセザンヌの影響の下に習得した即物的な対象把握にはっきりと現わ
れているが，それはリルケの生来の性質に深く根ざしていたと思われる．パリ時代にはそれが芸術
的原理として明瞭に自覚されたのである．
　しかしながら「体験」に始まる後期の感受は中期のそれを，その無私性の徹底において遥かに凌
いでいる．それはもはや一定の感覚論的な原理に基づいて行なわれる方法的な判断中止ではない．
感覚は対象の1層の深化に従ってどこまでも深化する．それは根本的･にdynamischなプロセスであ
る．そして詩人は客体のいっさいの内実が主体の内へ流入するにまかせるのである．精神と感覚を
外界の自己開示に向けて完全に開放すると言ってもよい．「ソネット」第２部のうちの一つの詩(10)
にこのような主体の自己開放の象徴としてアネモネの花が歌われているが，「かぎりなく受け入れ
ようとして」(11)開かれたこの花の姿こそ詩人にとって新たな詩作と存在への,Entsch!ｕB‘(12)であ
り.Kraft‘(13)と思われたのである．
　以上主に『体験』の内包する感覚の問題を考察した．それを要約すれば，次のようになるであろ
う．対象把握の受動的即物性．主知的プロセスを経ない感覚の直接性．しかしその非党派的感覚の
透明さ，透視性．また対象である空間について言えば，その超自然性．そしてそれを内奥に秘める
ことにより自然自身が超自然的なものに変質させられていること．これらが挙げられると思う．
　以下「ソネット」における感覚の問題を扱いたいと思うか，しかしそれは「体験」の以上のよう
な特徴を待った感覚の発展したものである．前者は後者の内容をすべて包含している．しかし両者
の間にはなお大きな差異がある．解説的な色彩の濃い散文であるr体験』に示された感覚は前者の
詩において初めてその感覚の深化の完成に至ったのである．そこで初めて詩人の感覚は，後述する
ように，最終的に形成されて，おのずから詩的形象を創造するのである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ
　以下「ソネット」の感覚について考察するが，第一に精神的な物象の感覚について，第二に自然
のものの感覚について，第三にその背後の超自然の事象の感覚について，という順で進みたい．そ
の後でリルケの感覚について総括的に論じてみたいと思う．
　リルケの感覚はいわゆる可感的な物象に向けられるだけではない．思想・思い出・情感など精神
的・内面的な物象なども感覚によって把えられるのである．『ソネット,』のいたる所でリルケは人
間の内的現実を物的形象をもって表わしている．犬や子供によって存在と不在の中間に立つ人間の
孤独を，機械やハンマーによって文明に，人間に内在する進歩への意志とその暴力性を表現する．
また香りの高いヘンルーダ草やフマリア草あるいは芥子によって死を,･果実やバラ，ぷどう酒や泉
や鏡によって生と死の全一的世界を，そして竪琴の音色，風，あるいは夜空にかかる歌声や舞踏の
星座によって遥かな空間を駆ける自由な実存を表現するのである．そしてこれらの内的現実につい
ての詩人の観念や感情はすでにその誕生の時からかかるフ･オルムを有する．これらの一つ一つの詩
的形象が形成される過程はすなわち彼の表象的な思考，知覚，感情による認識の過程なのである．
　しかし感党的な表象による認識とはいえ，「ソネット」では詩人は今一部を挙げたような精神的
な物象を，単なる日常的な感覚によるのではなく,’後述するような深い「原感覚」の領域において
把握し，認識しているのである．換言すれば，今やそればこのような感覚をもって知覚されねばな
らない実体性を有しているのである．
　次に自然のものの感覚について一言したい．ここにI －13を引用しよう.
　　　　　Voller Apfel, Birne und Banane,
　　　　　Stachelbeere... Alles dieses spricht
　　　　　Tod und Leben in den Mund... Ich ahne...
　　　　　Lest es einem Kind vom Angesicht,
wenn es sie erschmeckt. Dies kommt von weit
Wird euch langsam namenlos im Munde ？
Wo sonst Worte waren, flieBen Funde,
aus dem Fruchtfleisch uberrascht befreit.
Wagt zu sagen, was ihr Apfel nennt.
Diese SiiSe, die sich erst verdichtet.
um, im Schmecken leise auf gerichtet,
　　　　　　klarzu werden, wach und transparent,
　　　　　　doppeldeutig,sonnig, erdig, hiesig―:
　　　　　　ＯErfahrung, Fiihlung, Freude―, riesig！
　さらにＨ－６のバラにせよ，I －10やn-15の澄んだ水の流れにせよ，またその他数々の自然の
姿にせよ，「ソネット」の自然はリルケの体験した最も美しい，‘また彼にとって深い現実性をもっ
た自然風景であった．しかしこれらの形象は「新詩集」的な観察の直接の産物なのではなく，数々
の類似の物象のいわば精髄である．最初に引いか詩。Wenc!ｕng‘にもあったように，それは「千
もの自然から獲得され」ている．そしてそれは詩人の意識を通して主体化され，ある意味で抽象叱
されているのである．「ソネット」のものはもはや「新詩集」のそれのような個別的な事物の持つ
重さを失なって，独特の軽みを帯びている．しかもそれが実に新鮮な自然の味わいを感じさせるの
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である．そしてこのようなものの形象は前述の精神的なものの形象と同じく，現実の物象の深く純
化された形象であると言わねばならない．
　次に自然の背後の事象の感覚であるか，後期リルケの感覚の特微か最もよく現われているのはこ
こである．それを示すソネットの一つを見よう. 1-15である.
　　　　　　Wartet･.., das schmeckt... Schon ists auf der Flucht.
　　　　　　...Wenig Musik nur, ein Stampfen, ein Summen― :
　　　　　　MMchen, ihr warmen, Madchen, ihr stummen,
　　　　　　tanztden Geschmack der erfahrenen Frucht！
Tanzt die Orange. Wer kann sie vergessen
wie sie, ertrinkend in sich, sich wehrt
wider ihr SiiBsein. lhr habt sie besessen.
Sie hat sich kHstlich zu euch bekehrt.
Tanzt die Orange. Die warmere Landschaf t,
werft sie aus euch, daS die reife erstrahle
in Luften der Heimat ！ Ergluhte, enthiillt
　　　　　Dufte um Dufte. SchafFt die Verwandschaft
　　　　　mit der reinen, sich weigernden Schale,
　　　　　mit dem Saft, der die glijcklichefullt！
　本詩は先の－13と内容的に連続するものである.I －13では果実の名状しがたい味の感受が歌わ
れていたが，本詩ではさらにその秘かな味と人間かどう関係しあい，いかなる「血縁」CVerwandt-
schaft‘）を持ちうるか,について歌われている．詩集の中で最も中心的な詩であろうと思われる．
　ここではまず果実（オレンジ）の微妙な味がかすかに響く音楽と感じられ，舞踏の足踏みの響き
と表象されて，味と音楽と舞踏が自然に重ね合わされていく．そしてこのような実体と表象の交錯
の上に，「踊れ，味わい知った果実の味を」という大胆な暗喩か示され，この中で果実と舞踏とい
う感覚的に全く異る質を持つ形象が直接結合し，溶け合うのである．第三節では果実の味が暖かい
南国の風景を呼び出す．そしてあたかもオレンジの芳香が周囲に放散されるように，南国の風景か
次々にまき散らされるように，舞踏する少女達の一挙手一投足が美しく明るく四囲に発散されてい
くのである．こうして風景とオレンジの味や香りと踊る少女達とは一つとなって，そこに秘かな血
縁が自然秩序の常識的な観念を超えた地点に,結ぱれていく．もはや比喩ではなく，実体としての三
者の結合体．それを詩人は感受するのである．可感的な現実の彼方へ向かうこのような感覚は，「新
詩集」では。Die Gazelle“などにその萌芽を見ることができる他は，まだほとんど「新詩集」に
は現われていない．「新詩集」から「ソネット.」への感覚の進化といえば，それは何よりもかかる
いわぱ超自然的な実体の感覚の示すような，感覚のその自然的性質と経験主義的観念からの自己解
放であったと言えよう．
　さらにそのような感覚を示す箇所を挙げれば，冒頭のソネットの,Baum im ｏｈr‘., Tempel im
GehSr‘，I－8の　.plOtzlich halt sie doch ein Sternbild unsrer Stimme in den Himmel, den
ihr Hauch nicht triibt‘　というような形象．またｎ－１では呼吸の一息一息を波にたとえている
し, n-5では太陽の光りがdas plyphonische Licht‘　と形容されている．しかしここに見られ
るような五感の交流の現象は，これらの形象に現われているにとどまらない，他の多くのものにも
見られるのである．『ソネット』全体の思想の総括とも言える最終ソネットにおいて，リルケは詩
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人（自分自身）に向かって言う．
,Sei in dieser Nacht aus UbermaB
Zauberkraft am kreuzweg deiner Sinne, ihrer seltsam如Begegnung Sinnバ
　このような，諸々の感覚領域相互の交錯と合流から形成される新しい感覚領域について，以下も
う少し詳しく考察したいと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ
　リルケはこの新しい感覚ないし感覚領域を「音楽」(, Musik‘）と呼ぶ．しかしそれはどのよう
な意味で使われているのであろうか. 1914年１月26日付のマグダ・フォン・ハッティングベルク宛
の手紙の中でリルケはこう言っている．「私はロングで自分の視覚が余りにも重荷を負いすぎてい
るのを知った.…私はそこ（ロンダ）に座って，自分の眼の終末にのぞんでいるかのようであった．
まるで，自分が受け入れた多くの形象をとり囲んだまま盲目になってしまわなければならないかの
ように，あるいは，もしあまたの出来事や存在が汲みつくすことのできないものであるとするなら
ば，これから先は何か全然別な感覚で世界を受け取らなければならないかのように…音楽，音楽が
…多分それだったのではないか.」(14)しかし，文面からすでにうかがえるように，この「音楽」は
リルケ独自の意味を持っている．いったいに感覚が自由自在に対象の内奥のひだにまで入りうるに
は，それは徹底的に透明になり，繊細で抽象的な精神の機能にまで還元されねばならない．感覚の
対象志向性が個別的，具象的な対象の可感的な表層を貫いで，その内奥へ深く延長され，ついには
事物＝万象の背後に現われるべき無記名の物象，空間に逢着するまで純化されねばならない．そし
て個々の感覚相互間の常識的な区別さえ除かれなければならない．五感はそれぞれかぎりなく自己
を超越し，自己の習慣的な様態に「別離」を告げる．こうして感覚はその最も本質的な形姿に，一
種の原初的な形状に還元されねばならないのである，リルケは「音楽」という言葉によって，この
いわば「魂の音楽」を，すなわちかかる純化された五感の協同作業から形成された唯一の純粋感
覚，いわば抽象的な，すぐれて内面的・内向的な「原感覚」を意味しているのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
　この究極の感覚についてさらに別の角度から考えてみたい．まずその場合の対象について一言述
べなければならない．「ソネット」の中に空気のように遍在している不可視の実体は音楽である．
この音楽こそ詩人の感覚の究極的な対象であった．「ソネット」の中からかかる音楽について歌わ
れている詩句を拾ってみよう．Ｉ－３ではオルフォイスの竪琴の音が建設する.Tempel fiirApoU‘
を真の音楽としつつ，Ｈ－10ではそれを,Und die Musik, immer neu, aus den bebendsten
Steinen, baut im unbrauchbaren Raum ihr vergOttlichtesHausパ　と言い換える．またやはり
Ｉ－３ではJn Wahrheit singen. ist ein anderer Hauch. !iin Hauch um nichts. Ein Wehn
im Gott. Ein Windバと言ってこの音楽を息吹きや風や大気と同一化する．この音楽のイメージは
1918年の詩。An die Musik“にも，また「ソネットj n-1にも表われている．そしてそれは･その
中で「変様」が生起する，何ものにもとらわれず自在に吹く「風」（ｎ -12)なのである．さらに
音楽は,Du COrpheus)... hast ihr (der Manaden) Geschrei iibertOntmit Ordnung, du schSner,
aus den ZerstSrenden sties dein erbauendes Spiel‘（I－26）と言われ，楽音の寺院を建てる
べき秩序ある構築性が強調されている(15)音楽はまた同じソネットにおいて，オルフォイスの死
とともに世界に遍在するようになったとも語られている．約言すれば，リルケは「ソネット」の中
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で，広大な自然の大気の流れのうちに，永遠に世界に遍在し，これを秩序づけ，創造し，再生せし
める原初からの霊的気息一一これは古代ギリシャの自然学の「プネウマ」の観念に近いのではない
かｰを感受し，それを竪琴の神オルフォイスにちなんで音楽と呼ぶのである．
　この意味での音楽は，世界内面空間，「ソネット」の言葉を使えば生と死の　, Doppelbereich‘
（I 一一9）.あるいは時間的意味では，過去，現在，未来との，さらには時間と永遠との境が撤去された
　,Zwischenraum　der Zeit‘(n-3),このような渾然とした空間の内部構造をなす諸力の, reine
Spannung‘(1-12)である.あるいは相矛盾するべきかかる事象や諸力を結合せしめる,der klarste
Bezug‘( I -6)。reiner Bezug‘（Ｈ－13）そのものであると言ってもよい．すなわちこのオルフォ
イスの世界の,（!ie unerhorte Mitte‘（ｎ－28）から軽やかに流れ出る，澄明なるiMusik der Krafte‘
（I －12）はその超自然的空間とまたその内の諸物象との単一なる本質を象徴し，さらに具現する
感覚的実体なのである．そしてさらに彼岸と此岸の両方の力を秘めることによって.doppeldeutig‘
(1-13)である.Zwischending‘(1-14)たる事物．すなわち果実や花や水を初めとする「ソネ
ット」の物象がその.Doppelbereich‘の消息を人に明かす光，味や香り，感触や色彩などの感覚的
媒体もすべてそれと同じ意味で,Ur-Gerausch‘(16)として，超自然的な音響・律動として，感覚さ
れるのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ
　このオルフォイスの琴竪の調べ，宇宙空間の構造の深い秩序と諧和を体現するこの合法則的な音
楽は，先に述べたような原初的な感覚がその音楽とみずから深く一体化することによって，余すど
ころなく知覚され，経験される．最初見たような，「体験」の厳密な意味で非可感的物質である「ほ
とんど気づかないほどの振動」，きわめて微かな「勁き」の感受も実にこうした精神と感情と肉
体と一つになった仝人格的な感覚と対象との仝き合－によるものであった．先に引いたI －15 の
ソネットでは「踊れ，味わい知った果実の味を．そのオレンジは君たちのものとなったのだ．それ
は奇くも君たちへ改宗したのだ」と歌われていたが，これもそのような事態を表わしているのであ
ろう．また最終ソネットの,Ist dir Trinken bitter,werde Wein!‘ も，特にその感覚面に焦点を
合わせれば，この意味に解しうる．
　こうして感覚としての音楽が対象としての音楽に深く帰入し，それと一体化すること．それは主
体的な感覚実体の被感覚的実体への自己超克であり，自己変様である．後期リルケの感覚・認識は
根本的にはこのような主体と客体，精神ともの，内面と外界あるいは実体と比喩・象徴という異質
の秩序体のかぎりない相互接近と両者の絶えざる自由な･相互交換の上になされているのであ･る．こ
の意味でリルケの感覚はかかるオルフォイスの秘儀，その「変様」の相のもとになされているので
ある．
　かかる「変様」と感覚の関連についてさらに例を取って考えてみたい. 1-2にはこういう詩句
がある. ,Und alles war ihr Schlaf. Die Baume, die ich je bewundert, diese fuhlbare Feme,
die gefuhlte Wiese und jedes Staunen, das mich selbst betraf. Sie schlief die WeltパまたＩ－
　７には。Alles wird Weinberg, alleswird Traube, in seinem fiihlenden Siiden gereiftバfast
とある．また内面の空間をよぎって鳥が高く飛んでいくという表象は。Es winkt zu Fiihlung
aus alien　Dingen...“や　。Angesetzt auf den Bergen des Herzens‘　をはじめ，後期の詩には
しばしば記されているが，「ソネット」のＨ－26などにも見られる．
　これらの物象は単なる想像力の産み出した形象ではなく，ほとんどが彼が実際に体験したもので
あった．それがここで内面化されているのであるが，それは主観的に客体の実体性が消去されると
いうのではない．それはそのような意味で内面化されているのではない．Ｊ・ライアンは彼の著書
･･Umschlag und Verwandlung“の中でリルケの「見えざるものへの変様」における詩作主体と客体
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の緊密な連関を指摘し，その変様において，無心な感官によって認識された外的諸物象が具体的な
輪郭を持つたまま主体の内部へ移され，そこでーつの表象へ統一されIると述べている(17Jリルケの
　「見えざるものへの変様」，内面化は，外在物の消去ないしは単純な感情移入ではなく，その形姿
の刷新，純化であって，その結果内面化された物象は詩的形象のまま外部世界の物象と根本的に
等しい形式性を共有し，秘かな「血縁」を結ぶのである．そしてそれは外部世界の内面的な完成で
ある．外部世界は詩人の内面で初めて本質的＝形態的に真のヱンテレキ，を見るのである．しかし
この「内面」はむしろ内面と外界の境の失せた全一的空間である．換言すれば，この「完成」は相
異なる外部世界の秩序と内面世界の秩序とが詩人の外的にして内的な「原感覚」を通して深く一致
し，融合した瞬間に実現するのである．この高められた瞬間に新たな詩的宇宙としてのWelt･innen
･raumが発現するのである．リゲルが感動し，哀切さをこめて追想した地上のものも，この空間
の中でかぎりなくその美を放ちつつ，透明になりつつ，真に彼の所有となるであろう.
　「体験」には，すでに引用したように，「その空間の中では最も深い意識の宿る唯一の場所だけ
が不思議に守られたまま残されていた」とあったが，リルゲの精神は今やこういう極小の形姿を取
り，原型としての純粋意識として実在するのである.
　Ⅲにおいて「原感覚」の領域について述べたが，それは主体と客体，精神と自然がそのいわば原
初的なフォルムにおいてそこで真に関連しあい，照応しあい，さらには各々主体性と客体性という
根本的な条件を超克しつつ変様しあう感覚領域である．この中で詩人の感受する表象は，あらゆる
現実の爽雑物を除かれて，原初的な姿を得る．そしてこの変様の感覚・表象領域の中で今やいっさ
いの重さを失なった可視の物象は別の不可視の物象に，その不可視の物象かさらに別の可視の物象
に，とかぎりなく変様していく．そして精神的なものであれ，自然的なものであれ，すべて「ソネ
ット」の詩的形象はかかる表象が言語形象へ結晶したものである．
　先ほど挙げた詩的形象もこの感覚領域の中で知覚ざれた表象から作られている．そこでは感覚が
みずから鳥の声や牧場に変様し，感情は葡萄園に合一することによってそれを知覚するのである．
この空間内ではいっさいの物象＝表象がそのような客体的即主体的．すなわち　.doppeldeutig‘　な
現象相を有し，さらに，すでに述べたように，客体としてのリアリティを具えたまま，同時に深く
超現実化され，いわぱ神話化されて認識されているが，その根拠はこの感覚領域の性質に求められ
るのである．
　この神秘な感覚領域，「交わり」(, Bezug‘）の空間，オルブオイスの,die unerhSrte Mitte‘
の中でなされる万象のかかる超自然的な本質的姿の認識,’むしろそれとの合一経験をリルケは
.FUhlung‘（I －13）と呼ぶのである(18)それはあえて言えば，感覚の究極的に純化され，透明
化した形態である．
　しかしかかる変様の空間である　,Welt･ innen･raum ‘の形成は，かくれたる創造的意志による精
神の能勁的な自己形成の行為・作品に他ならない．上で「精神の極小の形姿」と言ったが，しかし
それは根本的に詩人の感覚組織の形成の主体となるものであり，同時に，あえて逆説的に言えば，
　「極大」と言えるのである．
　Ｂ・アレマンはリルケの星座の詩的形象についてに「星座は，人間の経験が及びうる空間の極限
を表わしている」と言い，続けて「その（星座の）形象がそれから作り出されるところのこの形姿
　（彼はこれをその直前で「リルケの詩学原理の根底に横たわる寞に包括的な形姿」と説明している
一筆者）の抽象的・理念的な概念がjgewuBte Figur‘である」と述べている(19)上で原初的な
フォルムと言った詩人の純粋表象-その中心は他の表象を創造する「音楽」の表象であるｰ
は，アレ７ンの言う「この形姿」(, Gestalt‘），その　.gewuBteFigur‘の示す意味で，リルケに
とって一種のプラトン的イデアであったと言えるかもしれない．そしてリルケはこの表象をみず
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から経験し，その全一的世界の中に生きることに究極の関心を持ち続けた．かくして彼の全人格的
な認識はただ感覚論の問題にとどまらず，そのまま深く存在論的な意味を持つに到るのである．
　この最終的なリルケの感覚の形態を極端に主観的であるとし，客観的な現実認識の全面的な否定
であると批判することは，ある意味で正しいが，限界がある．サンボリスムの詩人達やプルースト
あるいはホ＝フマンスタールなどの例を見るまでもなく，今世紀の詩人達の形而上的関心が新しい
世界把握，世界認識に向けられている状況の中で，リルケのかかる感覚姿勢もまた慎重に検討され
ねばならないと思う．それはもとより社会科学や自然科学の立つような合理主義的な，あるいは経
験主義的な客観的真理概念の地盤に立っていないのであるから，そこから批判しても真の理解には
到らない．そこで最後にリルケの認識上の立脚点について述べ，小論のしめく･くりとしたい．
Ⅵ
・先述したような諸々の矛盾・対立の止揚される磁場，異質な実体の相互変様が実現する全一的空
間．それは彼にとって他ならぬ愛の空間であった．以下簡単にではあるが，「ソネット」に見られ
るリルケの愛について述べてみたい.
　「ソネット」の中から地上のものへの詩人の愛が発露している箇所は枚挙にいとまかない．ここ
ではその一つを引用するにとどめたい, n-25である．
Schon, horch, hSrst dｕ･der ersten Harken
Arbeit； wieder der menschlichen Takt
in der verhaltenen Stilleder starken
Vorfruhlingserde. Unabgeschmackt
Scheint dir das Kommende. Jenes so oft
dir schon Gekommene scheint dir zu kommen
wieder wie Neues. Immer erhofft,
nahmst du es niemals. Es hat dich gekommen.
Selbst die Blatter durchwinterter Eichen
scheinen im Abend ein kiinftigesBraun.
Manchmal geben sich Ｌびte ein Zeichen.
Schwarz sind die Straucher. Doch Haufen von Diinger
lagern als satteresSchwarz in den Aun.
Jede Stunde, die hingeht, wird jiinger.
　またI －21 も同じモチーフを同じ期待と喜びの調べのうちに歌っているし，果実を歌ったI －13
や1-15にもそれは明らかである．すでに引用したI －13 の最後は「おお，この経験よ，感受
(, Fiihlung‘）よ，歓びよ…何と大きな」と結ばれているが，地上の物象に対するこれらの讃嘆,歓
び,感勁は随所に告白されているのである．「ドゥイノの悲歌」において，天使に対し，詩人が自然
の美しい結実や文明の完成された芸術作品を誇り示.したように，「ソネット」においても，詩人は
オルフォイスに，それらを讃美しつつ,奉献するのである．それは清冽な水の戯れるローマの石棺で
あり，花々や果実や芳醇なぶどう酒であり，たてがみをなびかせてギャロップするロシアの白馬で
ある．また早春の大地であり，降りそそぐ陽光，風，澄んだ大気であり，噴水や古代の建築物など
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の芸術作品である．これらの詩的形象から詩人の地上の生への歓びが惨み出ている．
　しかし詩人の愛はこれにとどまらない. n~4では一角獣のことが描かれているが，この想像上
の動物について次のように言われている. ,Zwar war es nicht. Doch weil sie'sliebten, war ein
reines Tier Sie nahrten es mit keinem Korn, nur immer･･ mit der Meglichkeit, es Seiパ
愛ば可能性を実在性へ変える力であり，詩人にとって最も純粋な実在はただ愛の中で生まれるので
ある．かかる愛はもはや自然的な好悪といった情念にはとどまらず,.完全な世界肯定であり，形而
上的な情熱であり，原理である．それはあらゆる事象に向けられるべき限りない自己譲渡，自己献
身，存在そのものへの深い感動である．
　このような愛をリルケはパリ時代，それが精確な視覚による対象把握を妨げるとして，自覚的に
抑圧し，限定していた．しかし，最初に述べたように，こうした即物的な対象把握の壁にぶつかっ
た彼は，それを超えるには愛の全面的な流出の中で詩作すべきことを知る．先述したような，対象
に向けて自己を全部開放する姿勢，対象への自己の無際限な流入と消滅の肯定．それは詩作上のプ
ログラムである以前に，まずかかる対象との無条件の恋愛関係の表現態なのである．
　そして愛は，それか結晶した瞬間において，主体と客体との境を除去し，両者の間に音楽の流れ
のごとき,Bezug‘を作り出す．それは相互の深い共生・共感，真の理解である．先にリルケの対象
把握が対象との合一経験であることを見たが，その全き合一，その「変様」はかかる愛における
内面的な共生と交流に支えられているのである．言いかえれぱ，この愛と陶酔によって人間はオル
フォイス的世界に飛翔し，それに参入しうるのである. n-18において，変様の秘儀を具現した舞
踏する女の形象は直ちに,Baum der Extase‘ の形象に変様していくが，リルケの詩的空間はかか
る　.Extase‘，神聖なる狂気を身に感受する者の世界なのである．
　かかる実存的なパトスと変様，そこに詩人の究極の認識かあった．彼の精神・知性もこの愛の中
でより高きものへと昇華される．従って愛は認識の一属性というようなものではなく，詩人の認識
・感覚を決定的に導き，方向づけるもの，彼の感覚構造の基底なのである．こうして愛は，詩人か
歴史的現存のただ中に人間の普遍的・神話的にして，永遠なる実在の空間を獲得する根源的な力と
して働いているのである，
結 ぴ
　以上主として後期リルケの感覚の問題のみを考察した. I-llでは　,Figur‘　が真の存在に到る
,Weg und Wendung‘ と呼ばれ，またｎ－12でも同じ主題が繰り返されて，変様の中でなされる
べき詩的形象の形成に深い実存的な意味が与えられているか，本論ではそれに触れえなかった．し
かし愛における感受と造型は不可分であり，同一の詩作行為である．これか後期リルケの営んだ
Herz-Werkと言えよう．
　またGottとしての■ Geist ( I -12, n-12)としてのオルフォイス像についても別の機会に
検討したい．一言だけ言えば，それは宗教的な神すなわち実在する他者ではなく，一種の絶対自我
であり，詩人の自律的な自己完成への意志と感情の詩的形象である，オルフォイスより詩人が受け
るという「恩窓」にしても「啓示」にしても，リルケの意味においては，キリスト教の神のごとき
超越的な絶対他者からの贈与物ではない．彼の言う「啓示」的，「超越」的な認識はあくまでも内
在的な，神秘主義的認識であるといえよう．しかもみずからの内在性の限界を破って自己を神のご
とき超越的存在に高めようとするかかる彼の認識姿勢は自我による主体的な世界経験の極限態であ
る，それは厳密な意味での宗教的啓示と全く反対のものである．このことから，リルケの認識姿勢
についで，カトリシズムの批評家ホルトゥーゼンのように，それを徹底的に内在的な　jMonismus
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des Gefuhls‘と規定することも出てぐるのである．
　本論ではリルケ独自の認識をそのまま彼の感覚論の内部から理解しようと試みてきたが，彼の
「超越」的な認識およびその内容かどれほどまで他者と共有しうる真理性を持つものであるかとい
うことは，リルケの読者か詩人と共通の思想とパトスを経験する時に確かめられるべきものであろ
う．私としては特にリルケの永遠および死の観念，また愛の観念などに疑問を覚えるが，それにつ
いての批判は次の機会にゆずりたいと思う．
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